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(1881-1940)，本庄 (1888-1973)，高田 (1883-1972).小島(1888-1978)， 1]見(1895


























































ぞれの生成過程とその成果を検討・確定し， そり全体を提えて，現代的評価をする ζ と
が必要である。 しかLここでは臆川統計理論のうち，統計四解説，批判，解析」 乙怪

















柔官自鳩おくれ 精神の障害 計 人口比
人口
1978牛10月
356千人 I1，0附人 3，5Wr ^I 3.0% (1)全国 2，158千人 115，174:千人く117，057)
間県|凹816人 げ 192人!日田人 1'68，8臥 2.7 6，119千人(6，222) 








































いては， ，障害者関連機関世界協議会(-C.W. O. T. H.)の発表によれば， 世界中の心
身に何らかの障害全もつ人びとの数は， 4億5千万人と推定され， そ町中の 3分の 1に
当る l億 5千万人が何らかのサービスを受けているが，残る 3億の障害者たちは，まだ
何らの措置をも受けず放置され， それら手のつけられていなU人びとが，アジア，アフ
リフ号等の第3也界に存在している」とのべている。 (Acton，N.， Planing and Coordi田-
tion of Rehabilitation of the Disabled in the World. Rehabilitatioロ International
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(2) 既存の障害者統計の解説と批判































































ージ以下〕によれば， 在宅身障者は18歳未満 (P，)が19万2千人. 18歳以上 (P，)が
301万B千人，合計 (P，P，)321万人となっているロこれは在宅身障者 CP!.2)の調査で






































づけり JQとの対応関係は， I最重度 A，は20以下，重度 A，ほ35以下，中度B，は50以
(439) 167 















NO. 33， 1977年，および(2)岡上， NO.47， 1981年〉を参照していただければ幸甚。また



















推計値 !c人和口育干事対) 推計値 !c人有口病千車対〉 推計値 !c人有口病千事対〕
(司総 数 130万人 14.8 124万人 12.9 139万人 12.9 
(b)精神病 45万人 5.2 57万人 5.9 80万人 7.4 
(c)精神薄弱 58万人 6.6 40万人 4.2 29万人 2.7 
(叫その他 27万人 3.0 27万人 2.8 30万人 2.8 
制人 ~問3T人| ! 96間人| !108.079千人 1|01094月咋1日) 
資料出所厚生省公衆晴生局「わが国における精神衛生 「資料集J35ペ 山精神措生課




の程度でよいとするならぼ， 1980年国勢調査人口 117，057千人に，最近の，つまり 1973
































































l b I c I d I e 
長ι霊滞空|霊害望|甥君| ι 人口比両 千対
制万人| 四万人| 即人 I 20万人| 802万人 6.R 
以上のごとくとすれば， 日本の障害者数は普通に云われているがごと<400万ではな
く IYDP<D主張する障害者規定主基準としてみれば，政府統計によってもzその下限
は少くも， 800万人と見るべきだ，と結論しうる。
IV 
賭川理論の紹介の省略と既存統計由時味ー批判心不完全さに不満は残るが， 以上をも
(443) 171 
って私に与えられた課題に対する責めを果したことにしたい。なお崎川先生の人柄につ
いては，第二由人生に属すことになるが，奥田雀草氏 (1899→〉の編集した幡川虎三句
集「作品と鑑賞JC，高原文庫J1966竿刊〕や蛤川虎三俳句選集「ふるさとの春J(夕刊
京都新聞社， 1974年刊〉等に言及する必要があろう。
また越川統計理論については， 先生の3著作「統計掌研究1Jと「統計利用における
基本問題」と「統計学概論J (岩波全書， 1934年刊〉について，そ由理論展開白関係主
明らかにする必要があ品。そしてまた，社会調査史論上における婚川統計理論の位置づ
けの問題をとりあげねばならなし、し弘しこれら白ことは，Ji'fにのべたど左〈来る1981
年7月の日本統計学会総会および経済統計研究会全国総会の論議を待って再論する機会
を得たい。
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